
日比軍事協力の強化に反対する共同声明

2016年 4月 4日

フィリピン新民族主義者同盟（BAYAN）／アジア共同行動（AWC）日本連絡会議

フィリピン新民族主義者同盟（BAYAN）とアジア共同行動（AWC）日本連絡会議は、急速に拡大す

る日比の軍事協力および米比合同軍事演習バリカタンへの自衛隊の公式参加に共同で反対する。

3月 2日、海上自衛隊の掃海母艦「うらが」と掃海艇「たかしま」がマニラ湾に寄港した。さらに、

4月 3日には海上自衛隊の潜水艦「おやしお」が 2隻の護衛艦と共に、スービック湾に入港した。これ

は、4月 4日から始まる米比合同軍事演習バリカタン 2016と明らかに連動した動きだ。

昨年 6月のフィリピン大統領アキノの訪日以降、日本政府とフィリピン政府は二国間軍事協力を急速

に拡大してきた。日比首脳会談において、安倍首相とアキノ大統領は「海上安全保障」を名目にして、

日比訪問軍協定の締結交渉を進めていくことで合意した。

両国政府は、さらに今年 2月 29 日には、防衛装備品・技術移転協定に調印した。日本はそれにもと

づいて、自衛隊の航空機をフィリピンに貸与しようとしている。日本はまた、政府開発援助（ODA）と

して、フィリピンに巡視艇を供与すること決定している。

それだけでなく、日本は毎年 4月に行われている米比合同軍事演習バリカタンに自衛隊を正式に定期

参加させようとしていることが明らかになった。それは、米比防衛協力強化協定の下でフィリピンに新

たな米軍基地の建設をもくろむ米国と一体となって、東南アジアにおける米日比の軍事的連携をさらに

加速させようとするものだ。

これらの動きはこの地域における米国の帝国主義的利害をおし進め、米国のライバルとして台頭する

中国を包囲しようとするものだ。米国と日本は軍事緊張をいたずらに激化させており、この地域の軍事

化に犯罪的役割を負っている。日本と米国はこの地域での軍事的プレゼンスの拡大するための口実とし

て、スプラトリー諸島（南沙諸島）および南中国海での紛争を利用としているにすぎない。彼らは自ら

の帝国主義的策動をおし進めるために、フィリピンなどの弱い国を利用しているのだ。

昨年 9月 19日に強行制定され、今年 3月 29日に施行された新たな安保法制の下で、日本の安倍政権

は自衛隊の海外派兵を強め、その軍事的触手を東南アジアをはじめアジア太平洋地域に拡大しようとし

ている。そうすることで、日本帝国主義は膨大な経済権益をもつこの地域における独自の軍事的影響力

を拡大しようとしている。現在秘密裡に交渉が進められている自衛隊の駐留のための日比訪問軍協定の

締結策動が示すように、フィリピンはそうした日本の野望の第一の標的となっている。この動きはまた、

米日軍事同盟を強化し、米帝国主義の「再均衡」戦略あるいは「アジア回帰」を補完するものである。

われわれフィリピンと日本の民衆運動は、相互の連帯を表明しつつ、日米の軍事的策動に対する断固

とした共同の反撃を組織する。われわれは米日比の軍事的連携の強化、日比軍事協力の拡大、日本の軍

事大国化に反対してたたかう。われわれは軍事演習の実施、新たなフィリピンでの米軍基地の建設、日

本での米軍基地の強化に反対する。同時にわれわれは、日本軍性奴隷制度の被害者をはじめ日本のかつ

ての侵略戦争・植民地支配によるフィリピンおよびすべての国・地域の被害者への公式謝罪と国家賠償

を日本政府に対して要求する。われわれは、すべての領土・領海問題の平和的・外交的な解決を望み、

この地域における帝国主義諸国のいかなる軍拡にも反対する。

日比の軍事協力強化を阻止しよう！

日本の新安保法制と軍事大国化に反対！

米日比の軍事的連携の強化反対

米日帝国主義を打ち倒そう！

フィリピンと日本の民衆の反帝国主義にもとづく国際連帯万歳！


